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20 世紀初頭イスタンブルにおけるカフェの建築形態と立地環境に関する研究
− 1904-06 年作成の火災保険地図を用いた定量的分析−
Study on Café’s Architectural Form and the Location in the Early 20th Century in Istanbul:
Quantitative Analysis Using the Fire Insurance Map Created in 1904-1906
宍　戸　克　実 
*
SHISHIDO  katsumi
　In this study, we researched café’s relations between architectural form and the location, and conducted 
a study on 452 cafés, which were on the ﬁre insurance map by CHARLES EDOUARD GOAD in early 20 
century.
 We made lists of café with architectural attributes and adjacent building information. We found that a great 
number of cafés along Golden Horn Gulf in Galata region. The region consists of commercial, residential 
and various religions facilities.
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1.　はじめに
1.1　研究目的
　1554 年，オスマン帝国の帝都コンスタンティノープル（現在のトルコ・イスタンブル）のタ
フタカレ地区注 1)に初めてのカフヴェ・ハーネ（カフェ）が開業した。その後ヨーロッパに広まり，
転訛して「カフェ」となった。長い歴史をもつイスタンブルの伝統的カフェは，今なお独特の
社会性を帯びながら存続し，男性社会のコミュニティ施設としての役割を担っている。
　18 世紀末から始まるオスマン帝国の西洋近代化期，トルコ共和国樹立後の世俗化期を経て，
伝統的カフェは存続しているわけであるが，現在では時代遅れで排他的なものとして扱われる
傾向にあるため，建築的視点に立った研究環境が整っているとは言い難い。また，かつての異
教徒コミュニティ居住地区におけるカフェ形態についての探求は未だなされていない。近代に
おける伝統的カフェに関しては，社会・歴史的視点（Serdar ÖZTÜRK,2006）注2)や文化的視点（Gengiz 
Yıldız,2007）注 3)からの研究はなされているが，建築的視点によるものは管見の限りでは存在し
ない。
　本研究は，伝統的カフェの西洋近代化期に着目し，コミュニティ空間の形態変容と，異教徒
地区のカフェが演じた役割について建築的に詳らかにすることを目的とした研究の一環として
* 鹿児島県立短期大学生活科学科生活科学専攻　助教・修士（工学）
鹿児島県立短期大学紀要　第 63 号（2012）
− 20−
位置付けている。
　以上の様な問題意識のもとで，まず建築形態と立地を確認できる資料を用いた基礎的資料の
整理から着手する。20 世紀初頭に製作されたイスタンブル火災保険地図注 4)を用い，そこに描か
れた全てのカフェを対象に，建築的属性や近隣施設情報を抽出し，建築形態と立地環境の観点
から定量的な分析を行う。具体的には，カフェの立地や建築の属性・近隣情報を組み合わせ，様々
な視点から分類することにより，特性や傾向について考察を行うことを目的としている。さら
に本研究は，今後想定している火災保険地図を用いた展開的研究において，その有用性の確認
と位置付けている。
1.2　研究方法
　本研究で用いるのは，チャールズ・エドワード・ゴード注 5)により 1904 年から 1906 年にかけ
製作されたイスタンブル火災保険地図（以下ゴードマップ）である。ゴードマップの凡例には，
建築構造，天井構造，壁面構造，開口部仕様，屋根材，建築用途の他，消防関連設備の説明と
略語が記され，フランス語と英語が併記されている。また，バザール，ガラタ・ペラ，カドゥ
キョイの３つの地区に大別され，合計 51（エリア）枚で構成されている。尚，本研究では「地区」
の中に含まれる各版の範囲を「エリア」と定義している。そこから「CAFÉ」と記載のある建築
物を抽出し，名称，構造，階数，屋根材，天井構造，建築本体用途，隣接施設用途，特記事項
を付加させ一覧化（表 11）し，分類を行った。
図 1 ゴードマップ対象範囲 図 2 地図中のカフェ記載例
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2.　結果
2.1　地図範囲
図 3 バザール地区
図 5 カドゥキョイ地区
表 1 地区別面積・軒数・密度
図 4 ガラタ・ペラ地区
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　現在のイスタンブルは図 1 で示した通り，金角湾を挟んで北側に新市街（ガラタ・ペラ地区），
南側に旧市街（バザール地区）と呼ばれる地区がある。また，ボスフォラス海峡を挟んで東が
アジア側（カドゥキョイ地区）で，西がヨーロッパ側である。ゴードマップで対象となってい
る 3 地区（図１）は人口密集地や商業地区，繁華街特，歴史的地区が概ね網羅されている。
2.2　地区別軒数と密度
　3 地区を拡大して表記したものが図 3，4，5 である。ゴードマップではさらに 51 版に分割され，
建築構造や仕様，用途の略語が記載されている。本研究では，ガラタ・ペラ地区をさらに分割（図
4）し，ガラタ地区，ペラ地区，カドゥキョイ地区，バザール地区の 4 地区とした。
　ゴードマップから抽出できたカフェの総数は 452 軒であった。地区別ではガラタ地区が突出
して多く，バザール地区との差異が際立っている。地図面積を考慮した分布密度では，やはり
ガラタ地区が 4.9 軒/haと突出し，残り 3 地区は 0.8 〜 0.1 軒/haと低い水準となった。
2.3　エリア別軒数
　各地区を版エリアに分割したものが表 2 である。ガラタ地区（地図 24 〜 35）の各エリアをみ
てみると，特に地図 26，29，30 で高い軒数を示している。図 4 で確認すると，いずれも金角湾
に面したエリアに密集していることがわかる。カドゥキョイ地区では，ボスフォラス海峡南端，
マルマラ海に面し港を擁する地図 53 エリアのみが 48 と高い軒数を示し，分布に大きな偏りが
みられる。バザール地区は各エリアとも総じて低い軒数を示し，最も高い軒数を示したエリア
は金角湾に面し，ガラタ地区に繋がるガラタ橋袂に位置する地図 5 の 7 軒であった。
表２ エリア別軒数
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2.4　属性分析
2.4.1　名称分類
　記載された名称をより細かく分類した
ものが表 3 である。「CAFÉ」は 436 軒だっ
た。「CAFÉ & 〜」というかたちでレスト
ランやバー，居酒屋が併記されたものは
16 軒，「CAFÉ CHANTANT（音楽カフェ）
＋店名」と記載されたものは 4 軒，「CAFÉ 
＋店名」のものは 2 軒であった。CAFÉ
以外の立地エリアをみてみると，地図 28，29 のガラタ地区のカラキョイエリアに集中し，カフェ
の多様性を示している。また「CAFÉ＋店名」と記載された 2 軒は，全てペラ地区に位置していた。
尚，トルコの伝統的カフェであるカフヴェに関する記載は無く，名称から判断することはでき
ない。
2.4.2　建築構造と立地エリア分類 
　表 4 は建築構造による分類に加え，比率
が上位に位置するエリアと地区を示したも
のである。まず，構造別ではレンガ造又は
石造が最も多く 317 軒と 7 割を占め，残り
の大半が木造である。火災保険地図という
性格上，レンガ造と石造は耐火建築物とし
てまとめられており，近代建築を抽出する
ことはできない。比率が高いのはペラ地区
やガラタ地区のカラキョイエリア（地図
29，30），カドゥキョイ地区の中心市街地（地
図 53）である。
　次に，木造は 118 軒とレンガ造又は石造
と比較すれば少ないが，その 2 種類で 9 割
以上占められており，カフェ建築に採用
された主要な建築構造であったことがわかる。また，木造はガラタ地区に集中しているが，特
にガラタ橋より西側（地図 24，26）にまとまって分布していることがわかる。ガラタ地区でも，
エリアによって建築構造に偏りがあることが確認された。
2.4.3　屋根・構造・天井分類
　表 5 は屋根材に加え，建築構造と天井（スラブ）構造による分類である。タイル葺き屋根は 7
割以上を占め，広く普及した仕様であることがわかる。
　セメント又はアスファルト葺き屋根では，大勢がレンガ造又は石造の建築物に採用されてい
表 3 名称による分類
表 4 建築構造による分類と比率
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るが，天井構造による分類
を加えるとフレンチヴォール
ト注 6）の採用が目立っている。
しかし，天井構造が記載され
ていない事例が多く，サンプ
ル数が少ない点を考慮しなけ
ればならない。
　金属葺き屋根をもつものは
25 軒と数は少ないが，特筆すべきは 7 割近くに上る 17 軒の木造建築に採用されていることであ
る。表 5 上では分類を行っていないが，さらに「エリア」と「備考」項目で分類を行うと，上
記 17 軒のうち 12 軒はカラキョイエリア（地図 28，29）に集中し，さらに眺望をもつという共
通の性質を備えていることがわかる。
2.4.4　建築本体用途分類
　表 6 は，カフェが立地している建築物本体の用途別に分類したものである。複数店舗が一体
になった商業専用施設の一角に立地しているものが 103 軒と最も多く，次いで居住施設の 1 階
部分に入居しているものが 62 軒，数は少ないがモスクや教会等の宗教施設と一体となっている
ものの存在も確認できた。また，単体の平屋建築にカフェのみが開かれている「専用平屋」形
式は 76 軒とまとまった数値が示された。一方，建築本体用途の記載がないものが 197 軒あり，
それらの大半は 2 〜 3 層建築物である。カフェの上階部分が住宅であればその記載がなされるが，
これらにはその記載がみられない。従って上階まで全てカフェであるかどうかは判断できない。
　表 7 はカフェ専用平屋建築を抽出し，建築構造と地区で分類したものである。まず，76 軒を
建築構造で分類すると，木造が全体の半数を占めており，表 7 の建築構造分類結果による割合
からみると平屋の木造比率は高い。さらに，専用平屋が木造である場合の分布は，ガラタ地区
に集中していることがわかる。また，表中には示していないがエリアで分類すると，それらは
地図 26，28，29，30 のエリア，特に海岸沿いに分布している。
表 5 屋根材・建築構造・天井構造による分類
表 6 建築本体用途による分類 表 7 専用平屋形式の構造と分布
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2.4.5　宗教施設との立地関係　
　表 8 は，カフェの建築本体用途が宗教
施設である事例，及び宗教施設に隣接し
て立地する事例を示している。数は少な
いが宗教施設とカフェ等の商業施設が一
体となった建築物の存在を確認すること
ができる。また，建築本体にカフェを入
居させた事例にキリスト教系施設が多い
のに対し，隣接している事例にはモスク
が多いことがみてとれる。
　それらの事例が分布するエリアをみてみると，地図 29，30 エリア（ガラタ地区）に集中して
いることがわかる。
2.4.6　居住地区・商業地区での立地　
　各エリアの商業地区，居住地区を定義する上
で便宜上カフェの両側に隣接する施設をもって
定義した。具体的には，カフェの両側に商業施
設が立地する場合を「商業地区」，両側に住宅
が立地する場合を「居住地区」とした。また，
片側のみ商業施設又は住宅の場合や，上部が住
宅である場合は除外している。
　表 9 より，商業地区に立地するものが 227 軒に対し，居住地区に立地するものは 20 軒と大き
な差異を示した。地区による分類でみてみると，商業地区立地の軒数で突出しているのはガラ
タ地区だが，ペラ地区とカドゥキョイ地区も比率的には少ないわけではない。居住地区立地で
最も多いのはガラタ地区であり，商業地区のなかに居住地区が混在している地区であることが
わかる。
3.　考察
　ゴードマップから抽出された 452 軒のカフェを概観すると，ガラタ地区が突出した立地軒数
であった。対照的にペラ地区，バザール地区の少なさには疑問が残る。ペラは西洋近代化の実
験的街区として栄えた地区であり，西洋的な街並や文化・情報の発信地として知られる。数多
くの著名なカフェの存在が明らかであるにも関わらず，ゴードマップにはそれらの多くが記載
されていない。
　バザール地区に関しては，オスマン帝国末期とはいえ，当時も帝国最大の物流拠点であり，ゴー
ドマップからも広範囲・高密度に集積した商業施設群を確認することができる。しかし，カフェ
に関しては 22 軒と極めて少ないことを考えると，記載しなかった，又は記載から漏れた理由を
追求する必要がある。
表 8 宗教施設との隣接事例
表 9 商業・居住地区における分布
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　ガラタ地区の金角湾沿い，特にカラキョイエリア（地図 26，29，30）にカフェが集中して立
地していることが明らかとなったが，興味深いのは多様なカフェ業態の存在である。これらは
明らかに伝統的カフェの枠組みに属さない，西洋から直輸入された形態のカフェであり，カラ
キョイはそのような特殊性を備えたエリアであったといえる。
　建築構造的にみて，やはりガラタ地区のカフェ建築は多様であることがわかる。近代的な建
築形態に劣らず木造建築も多数分布し，特に木造建築と金属葺き屋根の組み合わせは，ガラタ
地区でしか見られない「カフェ建築スタイル」が存在した可能性を示している。また，専用木
造平屋の建築形態は伝統的カフェと推測されるが，やはりガラタ地区に多く分布している。
　宗教施設とカフェ分布の関係性の解明を試みたが，本研究では「近接」という定義付けを行
わず「隣接」というより厳密な基準を設けたため，サンプル数が少ないものとなった。しかし，
モスク，アルメニア正教会，ギリシャ正教会，シナゴーグといったイスタンブルに存在する主
要な宗教施設と隣接するカフェを抽出することができ，特筆すべきは，カラキョイエリアにそ
れらが立地していた点である。これらはカフェの利用者が宗教によって分かれていた可能性を
示しているが，推察の域を出ない。
　本研究ではカフェの形態と立地の特徴と傾向を概観的に示すことを目的としていた。しかし，
特殊性に加え普遍的傾向でも高い割合を示し，様々な要素を備えていたのがガラタ地区のカラ
キョイエリアであった。この点は新たな問題提起であると同時に，本研究を通し獲得された新
たな知見でもある。
　今後の研究展開として，まず，街区構成から見たカフェ形態と立地という視点での検証を想
定している。都市火災によって消失した街区が，それを機に近代的区画整理が行われ，そういっ
た場所に立地するカフェに着目するものである。また，異教徒コミュニティ地区を特定し，そ
こに立地するカフェ形態の検証も必要である。
 
注
注 1) イスタンブル・バザール地区にある商工業が集まるエリア
注 2) 参考文献 6)による
注 3) 参考文献 5)による
注 4) 参考文献 1)による
注 5) 19 世紀末からイギリスとカナダを拠点に火災保険地図製作会社を立ち上げた人物。世
　　　　界各地の火災保険地図を手掛けた
注 6) フレンチヴォールトは鉄骨の小梁と規則正しく波打った仕上げが特徴の天井（スラブ）
　　　　構造。トルコヴォールトはオスマン建築による石造アーチによる構造
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表 11 カフェ総覧（No,1 〜 74）
表 10 カフェ総覧略語解説
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